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昭島市シルバー人材センター

平成31年春季号 平成31年4月15日発行シルバーあきしま

 789人 311人 1,100人（平成31年3月18日現在）

No.165

会員増強検討委員会による料理と食事会
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3
月
8
日
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
、
平

成
30
年
度
第
2
回
理
事
・
地
域
班
長
全
体
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
理
事
16
名
、

地
域
班
長
43
名
が
出
席
し
、
さ
ら
に
黒
岩
、

伊
藤
両
顧
問
の
出
席
を
頂
き
、
渡
邉
理
事
の

司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

1
．�

最
初
に
、
光
富
会
長
か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
第
三
次
中
期
計
画
が
2
年
目
終
了
期
に

入
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
確
実
に
実
現
す
る
た

め
に
、
会
員
増
強
と
就
業
機
会
の
拡
大
に
努

め
、
新
規
事
業
を
開
拓
し
、
安
全
就
業
を
確

保
し
つ
つ
、
力
強
く
推
進
し
て
い
く
方
針
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

2
．�

奥
村
常
務
理
事
か
ら
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
事

業
実
績
、
会
員
数
の
推
移
等
に
つ
い
て
具
体

的
な
現
況
報
告
が
あ
り
、
女
性
会
員
の
増
加

を
含
め
た
会
員
数
の
増
加
実
績
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
未
就
業
会
員
へ
の
対
応
を

継
続
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン

タ
ー
の
P
R
活
動
の
推
進
と
協
力
の
お
願
い

が
あ
り
ま
し
た
。

3
．�

作
業
部
会
・
委
員
会
の
活
動
内
容
報
告

総
務
部
会
…
第
三
次
中
期
計
画
2
年
目
の
実

績
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
達
成
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
表
彰
は
今
後
と
も
推
進
し
、
入
会
受
付

の
辞
退
者
を
減
ら
す
対
策
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

事
業
部
会
…
お
客
様
に
対
す
る
マ
ナ
ー
が
セ

ン
タ
ー
発
展
の
た
め
に
重
要
で
あ
り
、
接
遇

研
修
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。
就
業
相
談
の

活
性
化
、
企
業
訪
問
数
の
増
加
も
目
指
し
ま

す
。

広
報
委
員
会
…
会
報
い
ず
み
（
年
4
回
）
を

発
行
し
、
会
員
数
増
加
の
た
め
の
P
R
号
を

作
成
し
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

の
産
業
ま
つ
り
で
は
、
新
た
に
ス
ー
パ
ー

ボ
ー
ル
す
く
い
を
行
い
、
P
R
活
動
に
厚
み

を
も
た
せ
ま
し
た
。

安
全
管
理
委
員
会
…
今
年
も
「
安
全
は
全
て

に
優
先
す
る
」
を
基
本
に
、「
安
全
だ
よ
り
」

（
12
月
号
）
を

発
行
す
る
と
と

も
に
安
全
就
業

に
関
す
る
各
種

講
習
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

4
．�

最
後
に
、
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、

閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

第9回定時総会
開催のお知らせ

場　所

日　時　6月13日(木) 午後2時

会員皆様の参加が次なる飛躍への原動力となります！！
より多くの方の出席をお待ちします

平
成
30
年
度

第
2
回
理
事
・
地
域
班
長
全
体
会

議
が
開
催
さ
れ
る
!

KOTORI ホール
（昭島市民会館）大ホール

平成31年4月15日発行シルバーあきしま
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第
2
回
理
事
・
地
域
班
長
全
体
会
議
終
了

後
、
引
き
続
き
同
会
場
に
て
、
平
成
30
年
度

役
員
研
修
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
の
テ
ー
マ
は
、「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
会
員
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。
理
事
・

監
事
18
名
、
顧
問
2
名
、
地
域
班
長
34
名
、
さ

ら
に
職
群
班
長
等
41
名
も
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
協
会
法
律
顧
問
で
あ
る
檜
垣
直
人
弁
護
士

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

「
は
じ
め
に
、
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
と
し
て
の
責
任
と
自
覚
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
私
達
の
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
名
称
に
は“
昭
島
市
”と
入
っ

て
い
て
、
会
員
は
市
民
か
ら
“
市
の
職
員
”
・

“
昭
島
市
の
関
係
者
”
と
認
識
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
市
民
の
方
々
か
ら
信
用
・
信
頼
さ
れ

仕
事
の
依
頼
を
い
た
だ
き
ま
す
。
し
か
し
そ

の
反
面
、
市
民
の
方
々
か
ら
は
厳
し
い
目
で

見
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
の
で
、
会
員
は
、

“
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
評
価
・
信
用
を

下
げ
て
は
い
け
な
い
”
と
い
う
責
任
が
生
じ

ま
す
。
地
方
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
信
用
の
失

墜
に
よ
っ
て
公
益
認
定
の
取
り
消
し
に
な
っ

た
事
例
も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
会
員
は
就

業
中
や
就
業
途
上
、
制
服
等
を
着
て
い
る
と

き
は
、
市
民
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た

自
覚
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
会
員
は
“
個
人
事
業
主
”
で
あ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
就
業
契
約
に
基

づ
き
仕
事
を
し

て
い
る
、
と
い

う
説
明
も
あ
り

ま
し
た
。
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
発
注
者

か
ら
依
頼
さ
れ

た
仕
事
の
受
け

る
・
受
け
な
い

を
選
択
で
き
、

同
じ
よ
う
に
会

員
は
セ
ン
タ
ー
か
ら
紹
介
さ
れ
た
仕
事
の
受

け
る
・
受
け
な
い
を
選
択
で
き
ま
す
。
但
し
、

会
員
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
依

頼
を
受
け
た
場
合
、
責
任
を
持
っ
て
仕
事
を

行
う
義
務
が
生
じ
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
仕

事
を
行
う
に
は
、
契
約
に
基
づ
い
た
就
業
が

重
要
で
あ
り
、
勝
手
に
自
分
の
基
準
で
判
断

す
る
“
自
分
ル
ー
ル
”
を
作
ら
ず
、
セ
ン
タ
ー

に
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。」

そ
の
他
に
も
、
喫
煙
モ
ラ
ル
等
、
昔
は
問
題

視
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
現
代
で
は
非
常
識

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
時
代
の
流
れ

に
つ
い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
糟
谷
副
会
長
の

閉
会
の
あ
い
さ
つ
で
終
了
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　役
員
研
修

４
月
、
５
月
に
２
、８
０
０
円
を
超
え
る

就
業
実
績
の
あ
る
方
は
、
配
分
金
か
ら
年

度
会
費
等
（
２
、８
０
０
円
）
を
控
除
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま

す
。
な
お
、
配
分
金
が
２
、８
０
０
円
以
下

の
方
、
も
し
く
は
仕
事
を
し
て
い
な
い
方

は
、
６
月
中
に
年
度
会
費
等
の
納
入
通
知

書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
納
入

通
知
書
を
持
っ
て
、
セ
ン
タ
ー
指
定
の
コ

ン
ビ
ニ
も
し
く
は
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
年

度
会
費
等
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
シ

ル
バ
ー
派
遣
の
み
就
業
し
て
い
る
方
は
年

度
会
費
等
（
２
、８
０
０
円
）
が
控
除
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
郵
送
さ
れ
る
納
入
通
知
書
で

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
年
度
会
費
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

平成31年春季号 シルバーあきしま
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12
月
定
例
理
事
会
（
12
月
25
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
7
名
、
女
性

2
名
、
計
9
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
21
件
延
29

名
の
再
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

安
全
管
理
委
員
会
よ
り
「
交
通
安
全
講
習
会
」
の

出
席
者
が
、
前
回
よ
り
10
名
増
の
47
名
だ
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
習
前
に
「
自

転
車
点
検
の
実
施
が
あ
れ
ば
良
か
っ
た
」
と
の
反

省
が
あ
っ
た
こ
と
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・�

自
転
車
管
理
班
の
担
当
理
事
よ
り
12
月
に
開
催
さ

れ
た
自
転
車
管
理
班
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
、
就
業
年

齢
の
上
限
改
訂
に
つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
採
決

の
結
果
、
上
限
年
齢
は
78
歳
に
決
定
し
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
定
例
理
事
会
（
1
月
28
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
2
名
、
女
性

1
名
、
計
3
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・�

就
業
基
準
に
基
づ
く
再
契
約
に
つ
い
て
24
件
延
38

名
の
再
契
約
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

総
務
部
会
よ
り
平
成
30
年
度
第
2
回
理
事
・
地
域

班
長
全
体
会
議
及
び
役
員
研
修
の
詳
細
（
案
）
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

・�

広
報
委
員
会
よ
り
、
平
成
31
年
3
月
発
行
の
全
戸

配
布
版
「
特
別
P
R
号
」
を
、
従
来
よ
り
ペ
ー
ジ

数
を
減
ら
し
て
見
や
す
く
、
手
に
と
っ
て
も
ら
い

や
す
く
す
る
狙
い
で
、
全
4
ペ
ー
ジ
、
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
と
す
る
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

2
月
定
例
理
事
会
（
2
月
25
日
）

議
決
事
項

・�

会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て
、
男
性
10
名
、
女
性

0
名
、
計
10
名
の
入
会
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�

総
務
部
会
、
事
業
部
会
、
広
報
委
員
会
、
安
全

管
理
委
員
会
よ
り
、
「
平
成
31
年
度
公
益
社
団
法

人
昭
島
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
計
画

（
案
）
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項
よ
り
一
部
抜
粋

・�
安
全
管
理
委
員
会
よ
り
、
1
月
30
、
31
日
に
平

成
30
年
度
第
2

回
安
全
就
業
巡

回
点
検
を
実
施

し
、
植
木
剪

定
、
放
課
後
子

ど
も
教
室
、
学

校
管
理
等
6
箇

所
を
訪
問
し
た

こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

理
事
会
だ
よ
り

会
員
増
強
検
討
委
員
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
内

で
の
定
期
的
な
入
会
説
明
会
に
加
え
、
地
域
へ

出
向
き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
P
R
と

入
会
へ
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
「
出

張
入
会
説
明
会
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
1

回
目
は
昭
和
中
地
区
内
東
町
集
会
所
（
昨
年
10

月
）
に
て
実
施
し
、
10
名
の
方
の
参
加
実
績
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
第
2
回
目
は
平
成
31
年
3
月
7
日

午
前
10
時
よ
り
、
西
武
拝
島
ハ
イ
ツ
管
理
事
務

所
内
集
会
所
を
お
借
り
し
て
、
拝
島
中
学
校
地

区
内
の
美
堀
町
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
に
お
住

い
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
の

内
容
は
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
紹

介
ビ
デ
オ
視
聴
、
地

区
内
理
事
に
よ
る
補

足
説
明
、質
疑
応
答
、

事
務
局
よ
り
入
会

手
続
き
の
案
内
を
し

て
終
了
と
な
り
ま
し

た
。
６
名
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
2
弾

出
張
入
会
説
明
会
を
実
施
!

放課子ども教室での安全就業巡回点検の様子

平成31年4月15日発行シルバーあきしま
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武
蔵
野
小
学
校
編

中
神
町  

織
部

　伸
彦

武
蔵
野
小
の
パ
ト
・
ボ
ラ
は
週
３
回
、
４
人

ず
つ
の
交
代
で
校
門
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
11
月
下
旬
か
ら
新
た
な
見
守
り
ポ

イ
ン
ト
で
の
実
施
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
学

校
の
南
側
に
あ
る
、
自
動
車
の
販
売
と
整
備
を

行
っ
て
い
る
会
社
の
前
で
す
。

学
校
の
南
側
に
あ
る
歩
道
橋
を
降
り
て
す
ぐ
、

自
動
車
を
扱
っ
て
い
る
会
社
の
前
は
そ
れ
な
り

に
交
通
量
も
多
く
、
確
か
に
パ
ト
・
ボ
ラ
の
見

守
り
が
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

そ
の
日
の
担
当
が
校
門
前
に
集
合
し
、
２
組

に
分
か
れ
て
校
門
と
会
社
の
前
で
見
守
る
の
が

基
本
。
だ
れ
が
ど
こ
を
見
守
る
か
は
、
み
ん
な

で
話
し
合
い
を
し
て
決
め
て
い
ま
す
。
私
の
場

合
、
校
門
前
よ
り
会
社
前
が

多
い
で
す
。
え
っ
、
別
に
理

由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校
前

だ
ろ
う
と
会
社
前
だ
ろ
う
と

小
学
生
の
安
全
を
守
る
こ
と

に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

パ
ト
ロ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
パ
ト
・
ボ
ラ
）
活
動
報
告

自
転
車
利
用
時
に
は
、
ぜ
ひ
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
都
内
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
業
後
の
帰
宅
途

中
に
、
自
転
車
乗
車
時
に
自
動
車
と
衝
突
し
、

後
頭
部
を
打
撲
。
救
急
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、

翌
日
亡
く
な
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
し
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い

れ
ば
、
頭
部
が
守
ら
れ
、
命
が
助
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
、
自

転
車
や
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
利
用
時
に
は
積

極
的
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

安
全
管
理
委
員
会
で
現
場
の
安
全
就
業
巡
回

点
検
の
際
に
確
認
し
て
い
ま
す
が
、
就
業
中
は

「
会
員
証
」
と

「
安
全
就
業
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」

を
携
帯
す
る
よ

う
に
説
明
し
て

い
ま
す
。「
安

全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
は
、
会
員
さ
ん
が

安
全
に
就
業
す
る
た
め
に
様
々
な
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
仕
事
に
就
く
際
に
お
渡
し
て

い
ま
す
が
、就
業
中
で「
安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
」
を
お
持
ち
で
な
い
方
が
い
ま
し
た
ら
、
事

務
局
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

テ
ー
マ

「
作
業
方
法
・
手
順
の
確
認
と

ル
ー
ル
の
順
守
徹
底
」

平
成
31
年
度
東
京
し
ご
と
財
団
の
安
全
就
業

標
語
募
集
に
は
、
応
募
者
16
名
か
ら
41
作
品
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
安
全
管
理
委
員
会
で
左
記

の
3
作
品
を
選
出
し
、
東
京
し
ご
と
財
団
へ
推

薦
し
ま
し
た
。

ル
ー
ル
順
守
と
正
し
い
手
順
で

　事
故
は
無
し

東
町

　藤
森

　睦
夫

確
認
は

　転
ば
ぬ
先
の

　杖
と
な
る

緑
町

　戸
田

　治
夫

就
業
は
安
全
第
一
に

　手
順
を
守
り

　丁
寧
に

宮
沢
町

　伊
藤

　周
治

安
全
管
理
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

自
転
車
利
用
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
ま
し
ょ
う

お
持
ち
で
す
か
？
安
全
就
業
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

新見守りポイントにて

平
成
31
年
度
　安
全
就
業
標
語
決
定

東
京
し
ご
と
財
団

平成31年春季号 シルバーあきしま
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田
中
町

　
　石
津

　照
彦

今
年
は
統
一
地
方

選
挙
・
参
議
院
選
挙

が
予
定
さ
れ
る
″
選

挙
イ
ヤ
ー
”

わ
た
し
は
、
候
補

者
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
前
日
か
ら
投
票
日
ま
で
の

間
、
昭
島
市
内
１
５
１
ヵ
所
あ
る
掲
示
ポ
イ
ン

ト
を
４
つ
に
分
け
た
う
ち
の
、
中
部
地
区
32
ヵ

所
の
監
視
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

午
前
中
に
２
時
間
位
か
け
て
、
い
た
ず
ら
、

汚
れ
（
雨
の
日
）、剥
が
れ
等
の
確
認
を
し
ま
す
。

ま
た
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
様
に
ぞ
う
き
ん
、

両
面
テ
ー
プ
、
画
鋲
等
を
持
参
し
て
業
務
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
。

昭
島
は
坂
が
多
く
広
範
囲
の
た
め
、
事
務
局

よ
り
預
か
っ
た
資
料
を
も
と
に
事
前
に
効
率
良

く
廻
れ
る
ル
ー
ト
を

必
ず
下
見
し
て
い
ま

す
。
雨
の
日
は
自
転

車
の
視
野
が
狭
く
な

る
の
で
交
通
事
故
に

は
十
分
に
気
を
付
け

て
い
ま
す
。

ま
た
、
業
務
中
に
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
い
る
市

民
の
方
に
は
選
挙
に
行
か
れ
る
様
お
声
か
け
も

し
て
い
ま
す
。

１
月
の
寒
い
日
、
と
あ
る
公
園
に
そ
の
女
性

会
員
は
就
業
し
て
い
ま
し
た
。
藤
田
悦え
つ

子こ

会
員

で
す
。

こ
の
日
の
作
業
は
藤
棚
の
剪
定
。
ガ
ッ
チ
リ

し
た
体
格
で
、
バ
リ
バ
リ
と
仕
事
し
て
い
る
姿

を
勝
手
に
想
像
し
て
い
た
の
で
す
が
、
思
い
の

ほ
か
ほ
っ
そ
り
と
し
た
佇
ま
い
で
、
剪
定
さ
れ

た
枝
を
サ
ッ
サ
と
集
め
て
い
ま
し
た
。

樹
木
が
好
き
で
、
以
前
か
ら
木
に
携
わ
る
仕

事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
ず
、

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
庭
園
施
工
管

理
科
で
樹
木
剪
定
の
基
礎
知
識
を
学
び
、
作
業

着
や
道
具
類
も
揃
え
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
。
植
木
班
員
に
な
り
ま
し
た
。

伸
び
放
題
で
、
雑
然
と
し
た
木
が
剪
定
後
、

す
っ
き
り
し
た
姿
を
見
る
の
が
好
き
と
言
い
ま

す
。植

木
班
の
皆
さ
ん
は
親
切
に
指
導
し
て
く
だ

さ
り
、
今
楽
し
く
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

始
め
た
ば
か
り
で
、
先
輩
会
員
か
ら
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
の
作
業
で
す
が
、
仕
事
の
段

取
り
や
剪
定
の
技
術
も
学
ん
で
い
き
た
い
そ
う

で
す
。
一
つ
と
し
て
同
じ
現
場
が
な
い
緊
張
感

と
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
す
。

作
業
チ
ー
ム
内
も
和
む
紅
一
点
の
存
在
、
女

性
の
仲
間
が
増
え
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

（
広
報
委
員
会

　栗
原

　輝
雄
）

職
場
訪
問

職
場
訪
問

植
木
班
に
初
の
女
性
会
員
誕
生
!!

就
業
体
験
記

就
業
体
験
記

選
挙
の
年
を
迎
え
て



− 7 −

﹁
春
の
接
遇
研
修
﹂

寒
い
中
今
年
も
２
月
12
～
14
日
、
18

～
19
日
、
26
日
の
各
午
前
・
午
後
、
計

12
回
接
遇
研
修
が
行
わ
れ
総
勢
４
０
６

人
の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。取
材
に
伺
っ

た
14
日
の
研
修

で
は
イ
キ
イ

キ
・
ニ
コ
ニ
コ

介
護
予
防
教
室

に
よ
る
接
客
や

問
題
点
の
対
応

な
ど
講
師
の
詳

し
い
実
例
・
説

明
で
ど
の
よ
う

に
円
満
且
つ
楽

し
い
内
容
に
す

る
か
な
ど
の
研

修
を
受
け
ま
し
た
。毎
回
の
研
修
に
よ
っ

て
就
業
へ
の
責
任
意
識
が
高
ま
り
、
よ

り
一
層
の
会
員
の
活
躍
を
期
待
す
る
も

の
で
す
。

未
就
業
会
員
向
け
の
料
理
と食

事
会

１
月
31
日
、
あ
い
ぽ
っ
く
に
て
退
会

抑
止
の
一
環
と
し
て
会
員
増
強
委
員
会

主
催
の
未
就
業
会
員
を
対
象
と
し
た
料

理
と
食
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
17
名
（
男

性
６
名
、
女
性

11
名
）
と
盛
況

で
し
た
。

調
理
室
は
、

非
常
に
き
れ
い

で
、
と
て
も
広

く
ゆ
っ
た
り
と

し
た
感
じ
で
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
新
鮮
な
肉
、
魚
、
野

菜
が
豊
富
に
使
わ
れ
、
健
康
に
も
気
を

配
っ
た
料
理
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
楽
し
そ
う
に
調
理
し
、
美

味
し
く
試
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
最
後

に
事
務
局
か
ら
就
業
案
内
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

春
は
芽
吹
き
の
季
節
。
草
花
も
桜
や

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
パ
ン
ジ
ー
な
ど
花
を

咲
か
せ
て
彩
り
鮮
や
か
に
な
り
ま
す
。

1
9
8
9
年
1
月
8
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
「
平
成
」
も
残
り
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
平
成
最
後
の「
会
報
い
ず
み
」

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

私
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
激
動

の
昭
和
が
過
ぎ
、
新
た
に
平
成
と
な
り

す
で
に
30
年
余
り
。
そ
れ
も
あ
と
数
日

で
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
と

言
え
ば
私
た
ち
の
生
活
面
も
激
動
で
し

た
ね
。シ
ョ
ル
ダ
ー
フ
ォ
ン
に
始
ま
り
、

今
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
全
盛
、
I
T

化
が
進
み
私
た
ち
に
は
つ
い
て
い
く
の

が
大
変
で
す
。
5
月
か
ら
は
新
し
い
時

代
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
く
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
自
然
災
害
等
が
な
く

安
全
で
平
和
な
年
で
あ
る
よ
う
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
に
よ
り
良
い
会
報

が
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

（
山
本
晴
子
）

「就業相談 の日」「「就業相談 の日就業相談 の日」」
毎月第1火曜日
◇9：30～11：30 
 センター事務所 2階
※担当理事が相談をお受けします

平成31年春季号 シルバーあきしま
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掲
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急ぐほど　遠のく安全　せまる危機急ぐほど　遠のく安全　せまる危機
3030 度年
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たくさんの新入会員をご紹介して
頂きありがとうございました！

平成30年度は多くのご紹介を頂きまして、誠にありがとうございました。
平成 31年度も引き続きご紹介して頂いた会員の方には粗品をプレゼントいたします。
友人・知人の方をぜひご紹介ください。
入会受付時に紹介した会員の氏名を書いていただきますので、必ずご記入するように
お伝えください。

テーマ：就業途上の安全確保（事故防止）

理事・地域班長全体会議&役員研修

西武拝島ハイツでの出張入会説明会

今年もセンターの桜の花が咲きました

安全管理委員会による安全就業巡回点検

植木班による公園の松の手入れボランティア


